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市制施行50周年記念「50thシンボルマーク」を決定など

１/９

１/４･５ 平成28年初市式
（中央卸売市場）

火災予防などを願い、技を披露する
消防団員

威勢の良い掛け声が響く初競りの会場

　総務課総務係　☎22－7401

　市では、市制施
行50周年をＰＲす
る、50thシンボル
マークを募集し、
昨年11月に最優秀
賞に選考した岩谷
洋平さん（泉町）
の作品を基に、今
回、シンボルマー
クを決定しました。
　市の鳥や木、観

光名所などをシンボル化し、本市の多様性を表現
するとともに、豊かな自然と温暖な気候に恵まれ
た風土を色で表現しています。「50」の文字は、
14の部分でできており、14市町村が合併して誕生
したことを意味しています。
　シンボルマークは、今後、記念事業や各種ＰＲ
グッズなどに使用していきます。

　市制施行50周年という大きな節目を市民の皆さ
んをはじめとする多くの方々とお祝いし、市内全
域を盛り上げ、その姿を市内外へ広く発信するた
め、記念事業としてふさわしい事業を募集します。
　承認した事業には、市制施行50周年記念事業の
名称、シンボルフレーズ・マークの使用承認や、
のぼり旗の貸与などを行います。
対　　象　市民団体や企業などが主催し、次の全
　ての要件を満たす事業　①市制施行50周年記念
　事業の基本理念・実施方針に則したもの　②４
　月１日㈮から来年３月31日㈮までの期間に実施
　するもの　③実施場所が市内で、市民に広く開
　かれているもの
申込方法　同課に備え付けの申請書（市ホーム
　ページから入手可）に必要書類を添えて、同課
　へ提出（郵送可）
申込期限　来年２月28日㈫
※事業に対する財政的な支援は行いません。

表紙紹介
　１月16日、市内の農園などを巡る「冬の親子農業体
験ツアー」が行われました。参加した親子らは、イチゴ
などの収穫体験や地元野菜を使った料理を満喫し、いわ
きの農業や農作物への理解を深めていました。

１/16 市津波避難訓練（藤間中）

災害に備え、簡易式リヤカーを組み立てる参加者

は
し
ご
乗
り
演
技

（
平
中
央
公
園
）

「50thシンボルマーク」を決定 市制施行50周年記念連携事業を募集
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▼
原
子
力
災
害
へ
の
対
応
な
ど

　
原
子
力
災
害
時
の
広
域
避
難

に
関
し
て
は
、
茨
城
県
な
ど
と

避
難
先
の
調
整
を
進
め
、
避
難

計
画
を
策
定
す
る
ほ
か
、
避
難

体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
原

子
力
防
災
訓
練
を
引
き
続
き
実

施
す
る
と
と
も
に
、
除
染
実
施

計
画
に
基
づ
く
住
宅
除
染
の
着

実
な
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
防
災
力
の
向

上
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
防

災
士
の
養
成
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
震
災
の
記
憶
や
教
訓
を

風
化
さ
せ
ず
、
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
の
中

核
拠
点
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

○
地
域
経
済
の
復
興

▼
農
林
水
産
業

　
「
い
わ
き
野
菜
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
」
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、

水
産
物
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
常
磐

も
の
」
の
Ｐ
Ｒ
事
業
に
よ
り
、

い
わ
き
産
農
林
水
産
物
が
持
つ

魅
力
や
お
い
し
さ
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
国

の
動
向
へ
の
的
確
な
対
応
に
加

え
、
力
強
い
農
林
水
産
業
の
実

現
と
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け

て
、
市
農
業
・
農
村
振
興
基
本

計
画
や
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
振
興
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
農

林
業
の
振
興
に
向
け
た
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
の
着
実
な
推
進
や
、

新
設
し
た
小
名
浜
港
の
魚
市
場

等
を
足
掛
か
り
と
し
た
水
産
業

の
復
活
な
ど
、
本
市
の
第
一
次

産
業
の
持
続
的
発
展
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

▼
商
工
業

　
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た

め
の
条
例
を
制
定
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
を
実
施
し
た
地
区
に
お
い

て
は
、
な
り
わ
い
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
再
生
を
目
的
に
、
雇

用
の
創
出
や
地
域
振
興
を
図
る

た
め
、
企
業
誘
致
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

▼
観
光
業

　
い
わ
き
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
博
を

開
催
し
、
一
年
を
通
し
て
楽
し

い
「
い
わ
き
」
を
市
内
外
に
発

信
す
る
ほ
か
、
い
わ
き
花
火
大

会
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
な

ど
、
シ
ン
ボ
ル
フ
レ
ー
ズ
「
い

わ
き
　
ス
テ
キ
　
半
世
紀
」
の

も
と
「
五
十
周
年
、
五
十
の
記

念
事
業
」
と
銘
打
ち
、
さ
ま
ざ

ま
な
記
念
事
業
を
展
開
し
、
本

市
五
十
周
年
の
祝
い
と
復
興
へ

の
着
実
な
歩
み
を
、
全
世
界
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
湯
長
谷
藩
主
・
内
藤

公
を
主
人
公
に
し
た
映
画
の
続

編
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
リ

タ
ー
ン
ズ
」
の
公
開
に
当
た
っ

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
、
観
光
交
流
人
口
の

回
復
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
ひ
と
づ
く
り

　
地
域
を
支
え
、
国
内
外
で
活

躍
す
る
「
人
財
」
を
育
成
す
る

た
め
、
子
育
て
支
援
の
充
実
と

教
育
先
進
都
市
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
の
充
実

　
女
性
が
働
き
や
す
く
子
育
て

し
や
す
い
、
環
境
整
備
に
取
り

組
む
企
業
を
表
彰
す
る
制
度
を

創
設
す
る
と
と
も
に
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
切
れ
目

の
な
い
総
合
的
な
支
援
の
具
現

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な

ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
教
育
先
進
都
市
の
実
現

　
本
市
の
教
育
、
学
術
お
よ
び

文
化
の
振
興
に
関
す
る
指
針
と

な
る
教
育
大
綱
を
策
定
し
、
学

力
の
向
上
を
は
じ
め
、
子
ど
も

た
ち
の
心
と
体
を
育
む
た
め
の

「
豊
か
な
土
壌
づ
く
り
」
を
進

め
る
ほ
か
、
学
校
図
書
館
司
書

の
全
小
・
中
学
校
配
置
に
向
け

て
人
員
を
拡
充
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
体
験
型
経
済
教
育

施
設
「
エ
リ
ム
」
に
お
け
る
学

習
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
生
徒
会
長
サ
ミ
ッ
ト
や
い

わ
き
志
塾
な
ど
、
切
れ
目
の
な

い
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
し
て

い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
り
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を

実
現
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

更
な
る
五
十
年
に
向
け
た

魅
力
あ
ふ
れ
る
い
わ
き
の

創
生

1,000人を達成したいわき野菜アンバサダー

「超高速！参勤交代リターンズ」の撮影

子育てを支援する子育てコンシェルジュ
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新
春
市
長
記
者
会
見
で
、
清

水
市
長
は
、
復
興
事
業
計
画
の

各
種
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

た
結
果
、
市
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
に

掲
げ
る
復
興
期
の
最
終
年
度
と

な
る
平
成
二
十
七
年
度
に
お
い

て
、
災
害
公
営
住
宅
な
ど
ハ
ー

ド
面
で
の
基
盤
は
整
備
さ
れ
つ

つ
あ
り
「
医
・
職
・
住
」
へ
の

対
応
に
つ
い
て
も
、
課
題
解
決

に
向
け
て
、
一
定
の
道
筋
が
付

け
ら
れ
た
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
今
後
の
市
政
運

営
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い

て
は
、
復
興
の
先
の
「
い
わ

き
」
を
見
据
え
、
急
激
に
進
行

す
る
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢

化
に
対
応
し
、
広
域
多
核
の
都

市
構
造
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く

り
や
、
地
域
の
活
力
を
維
持
す

る
た
め
の
取
り
組
み
の
構
築
が

重
要
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
は
、
市
制
施
行

五
十
周
年
の
節
目
の
年
に
当
た

る
こ
と
か
ら
、
現
在
策
定
な
ど

を
進
め
て
い
る
、
新
・
市
総
合

計
画
改
定
後
期
基
本
計
画
や
い

わ
き
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
「
ふ
る
さ
と
い
わ
き

の
力
強
い
復
興
の
実
現
」
と

「
更
な
る
五
十
年
に
向
け
た
魅

力
あ
ふ
れ
る
い
わ
き
の
創
生
」

に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に

「
明
る
く
元
気
な
い
わ
き
の
発

信
」
を
進
め
、
復
興
の
総
仕
上

げ
と
地
域
創
生
へ
、
力
強
く
踏

み
出
す
年
と
し
て
い
く
こ
と
を

表
明
し
ま
し
た
。

○
早
期
生
活
再
建
に
向
け
た
取

　り
組
み

▼
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事

　業
な
ど

　
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
順
次
宅
地
の

引
き
渡
し
を
進
め
て
お
り
、
来

年
十
二
月
ま
で
に
全
て
の
工
事

完
了
を
目
指
す
ほ
か
、
津
波
被

災
地
区
の
復
興
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
具
現
化
に
、
地
域
と
協

働
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
幹
線
道
路
を
優
先
し

て
き
た
市
道
の
再
生
は
、
今
後
、

生
活
道
路
の
再
生
を
重
点
的
に

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

「
明
る
く
元
気
な
い
わ
き
市
」の
創
造
を
目
指
し
て

平
成
28
年
新
春
市
長
記
者
会
見

〜
ふ
る
さ
と
い
わ
き
の
力
強
い
復
興
と
創
生
〜

　平
成
二
十
八
年
新
春
市
長
記
者
会
見
を
一
月
五
日
、
市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。
清
水

敏
男
市
長
は
、
今
年
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
年
頭
所
感
を
述
べ
、
復
興
の
先
の
「
い
わ

き
」
を
見
据
え
た
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
な
ど
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
い
わ
き
の

力
強
い
復
興
の
実
現

今年の市政運営について年頭所感を述べる清水市長
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▼
国
内
外
で
の
連
携
・
交
流
の

　強
化

　
昨
年
は
、
新
潟
市
や
民
間
団

体
な
ど
と
、
危
機
発
生
時
に
お

け
る
応
援
協
定
の
締
結
や
、
内

藤
家
を
ご
縁
と
す
る
四
市
で
都

市
交
流
会
議
を
行
い
ま
し
た
が
、

本
年
十
月
に
は
、
中
核
市
の
市

長
が
一
堂
に
会
す
る
、
中
核
市

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
四
月
に
は
、
太
平

洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
に
続
く
国
際

会
議
と
し
て
、
第
一
回
福
島
第

一
廃
炉
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
る
ほ
か
、
姉
妹
都
市
を

締
結
し
て
い
る
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル

市
と
は
締
結
二
十
五
周
年
、
友

好
協
定
を
締
結
し
て
い
る
ハ
ワ

イ
州
カ
ウ
ア
イ
郡
と
は
締
結
五

周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
機
会
を
通
し
て
、

国
内
外
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
連

携
・
交
流
を
深
め
、
本
市
の
安

全
性
や
復
興
の
姿
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

　リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
た
取

　り
組
み

　
七
月
下
旬
か
ら
開
催
さ
れ
る

第
三
回
ア
ン
ダ
ー
15
野
球
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
を
成
功
さ
せ
、
新

設
す
る
新
舞
子
多
目
的
運
動
場

や
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、
国
内
外
の
代
表

チ
ー
ム
な
ど
の
合
宿
の
誘
致
に

取
り
組
み
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技

や
合
宿
の
誘
致
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

○
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
久

　之
浜
・
大
久
ふ
れ
あ
い
館

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ

り
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
、
久

之
浜
地
区
の
津
波
防
御
策
の
一

つ
と
し
て
、
国
の
東
日
本
大
震

災
復
興
交
付
金
を
活
用
し
、
久

之
浜
・
大
久
支
所
が
持
つ
災
害

時
の
防
災
拠
点
機
能
と
、
久
之

浜
公
民
館
が
持
つ
ま
ち
づ
く
り

活
動
拠
点
機
能
を
、
一
体
化
・

集
約
化
し
た
地
域
防
災
交
流
施

設
と
し
て
、
三
月
に
供
用
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

○
こ
ど
も
元
気
セ
ン
タ
ー

　
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
定

住
で
き
る
環
境
を
整
え
、
地
域

の
復
興
の
促
進
を
図
る
た
め
、

国
の
福
島
定
住
等
緊
急
支
援
交

付
金
を
活
用
し
、
子
育
て
支
援

拠
点
機
能
と
屋
内
運
動
施
設
機

能
を
併
せ
持
つ
施
設
と
し
て
、

四
月
に
供
用
開
始
す
る
予
定
で

す
。

　
同
施
設
は
、
小
学
生
が
放
課

後
な
ど
に
集
ま
り
学
習
等
が
で

き
る
機
能
や
、
乳
幼
児
と
そ
の

家
族
を
支
援
す
る
機
能
を
備
え
、

屋
内
運
動
場
の
ほ
か
、
屋
外
に

は
、
は
だ
し
で
遊
べ
る
じ
ゃ
ぶ

じ
ゃ
ぶ
池
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

新
た
に
供
用
開
始
す
る

公
共
施
設

３月に供用開始予定の地域防災交流セ
ンター久之浜・大久ふれあい館

４月に供用開始予定のこども元気セン
ター（植田町・後宿公園内）

平成28年新春市民交歓会を開催
　新春市民交歓会を１月５日、パレスいわやで開催しました。
　今年の新春市民交歓会には、市民の皆さんや市内の事業所の方々など約550人が参加しました。
同交歓会では、県鳶土木工業連合会いわき支部による「木やり」の披露や、鏡開きなどが行われ
たほか、いわき湯本温泉湯の華会によるステージ「着物deフラ」が披露され、会場から大きな拍
手を受けていました。
　参加した皆さんは、今年一年のお互いの健勝とさらなる飛躍、そして本市の発展を祈念してい
ました。

とび

特
集

広報いわき　28. 2　4

○
ま
ち
づ
く
り

〈
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く

り
〉

▼
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出

　
三
月
に
、
い
わ
き
駅
北
口
交

通
広
場
が
全
面
供
用
開
始
と
な

る
同
駅
周
辺
地
区
で
は
、
都
市

機
能
の
増
進
や
経
済
活
力
の
向

上
、
文
化
・
交
流
機
能
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
並
木
通
り

の
市
街
地
再
開
発
事
業
の
検
討

や
、
磐
城
平
城
本
丸
跡
地
の
公

有
化
の
検
討
に
着
手
し
ま
す
。

　
小
名
浜
地
区
で
は
、
開
港
六

十
周
年
を
迎
え
る
小
名
浜
港
で

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
、

通
年
で
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

と
と
も
に
、
小
名
浜
港
背
後
地

の
整
備
を
着
実
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
湯
本
地
区
で
は
、
に

ぎ
わ
い
の
再
生
を
図
る
た
め
、

地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
改
定

に
向
け
、
地
域
と
の
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

▼
中
山
間
地
域
の
活
性
化

　
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
山
間

地
域
に
つ
い
て
は
、
地
域
振
興

課
を
設
置
し
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
や
集
落
支
援
員
の
活
動
を

充
実
す
る
と
と
も
に
、
廃
校
や

既
存
施
設
の
有
効
活
用
な
ど
、

魅
力
あ
る
地
域
資
源
の
磨
き
上

げ
に
取
り
組
み
、
地
域
の
振

興
・
活
性
化
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
策
を
生

　か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
策
を
教

育
委
員
会
か
ら
市
長
部
局
に
移

管
す
る
こ
と
に
併
せ
、
組
織
体

制
を
強
化
し
、
他
施
策
と
連
携

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

ほ
か
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
強
化
に
向
け
た
官
民
連
携
に

よ
る
検
討
や
、
外
国
人
旅
行
者

の
受
け
入
れ
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
の
充
実
を
図
る
た
め
、

公
共
標
識
の
多
言
語
化
に
向
け

た
検
討
に
着
手
し
ま
す
。

〈
安
全
・
安
心
に
生
活
で
き
る

社
会
の
構
築
〉

▼
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

　構
築
な
ど

　
医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
を
一
体
的

に
提
供
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
積
極
的

に
取
り
組
む
ほ
か
、
認
知
症
の

方
と
そ
の
家
族
を
地
域
で
支
え

る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み

を
充
実
さ
せ
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
安
全
・
安
心
の
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
医
師
不
足
の
解
消
に
向
け
て

　
医
師
不
足
を
解
決
す
る
た
め
、

医
師
の
招
へ
い
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
福
島
県
立
医
科

大
学
と
の
連
携
に
よ
り
実
施
し

て
い
る
「
い
わ
き
地
域
医
療
セ

ミ
ナ
ー
」
を
充
実
さ
せ
、
よ
り

積
極
的
に
医
学
生
の
受
け
入
れ

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
し
ご
と
づ
く
り

▼
産
業
振
興
策

　
風
力
・
太
陽
光
・
バ
イ
オ
マ

ス
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
産
業
の
振
興
を
は
じ

め
、
成
長
産
業
で
あ
る
医
療
・

バ
ッ
テ
リ
ー
関
連
産
業
や
、
新

し
い
産
業
分
野
で
あ
る
原
発
の

廃
炉
や
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
集
積

と
振
興
に
取
り
組
む
な
ど
、
本

市
の
地
域
特
性
や
既
存
の
産
業

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
産

業
政
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

　ト
構
想

　
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構
や
い
わ
き

商
工
会
議
所
と
連
携
し
、
人
材

育
成
の
基
盤
を
構
築
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
係
機
関
と

の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
努
め
、

浜
通
り
地
域
の
復
興
に
向
け
、

同
構
想
の
推
進
を
支
え
る
ベ
ー

ス
・
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
の
役
割

を
積
極
的
に
果
た
し
て
い
き
ま

す
。

○
他
都
市
と
の
連
携
・
交
流

▼
双
葉
郡
八
町
村
と
の
連
携

　
本
市
に
避
難
さ
れ
た
方
々
が

市
民
の
皆
さ
ん
と
自
然
な
交
流

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
広
場
や
鹿

島
公
民
館
の
講
堂
を
整
備
し
、

共
生
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
連
携
し
、
震
災
後
の
状
況

の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
浜

通
り
地
域
の
原
子
力
災
害
か
ら

の
復
興
・
創
生
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

明
る
く
元
気
な
い
わ
き
の

発
信

３月に供用開始予定のいわき駅北口交通広場

地域おこし協力隊による遠野和紙の制作技術継承

浮体式洋上風力発電の実証研究
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鮫川河川敷公園でパークゴルフをしながら交
流を深める市民と避難者の皆さん

　市民と避難者の皆さんが、日常的に交流するために必
要な施設として、パークゴルフ場などの整備を行います。
　同事業は、福島再生加速化交付金（長期避難者生活拠
点形成）および生活拠点における交流促進事業費県補助
金を活用して整備します。

▶所在地　鮫川河川敷公園（植田町・鮫川下流域）
▶整備概要　パークゴルフ場１コースの増設、多目的広
　場・駐車場の整備など
▶供用開始　平成29年４月予定

避難者の皆さんとの共生に向けて
　市は、福島第一原発事故に伴い、双葉郡などから避難されている皆さんが安心して生活
できるよう、また、市民の皆さんとの交流が図られ共生していけるよう、双葉郡８町村と
の定期的な意見交換の場を設け、国や県に対して合同で要望などを行っています。今月号
では、これまで要望を行ってきた案件のうち、実現可能となった３事業の概要についてお
知らせします。

鹿島公民館敷地内に小体育館（講堂）を整備

　市民と避難者の皆さんが、日常的に交流するために必
要な施設として、小体育館（講堂）の整備を行います。
　同事業は、生活拠点における交流促進事業費県補助金
を活用して整備します。

▶所在地　鹿島公民館（鹿島町走熊字鬼越83－１）
▶整備概要　同公民館敷地内の多目的スペースを活用し、
　鉄骨造平屋建て、面積約240平方メートルの小体育館
　（講堂）の増設
▶供用開始　平成29年４月予定

　使用開始から35年が経過し、著しい老朽化のため、廃
止予定としていた北部清掃センターについて、避難者の
受け入れなどにより、焼却ゴミの発生量が減少しないこ
とから、継続使用するための設備改良工事を行います。
　同事業は、循環型社会形成推進交付金および福島再生
加速化交付金（長期避難者生活拠点形成）を活用して整
備します。

▶所在地　北部清掃センター（平上片寄字大平23）
▶事業期間　平成28年１月～平成31年３月 長寿命化のための設備改良工事を行う北部清

掃センター

コミュニティ交流広場整備事業

北部清掃センター長寿命化事業

鹿島公民館交流施設整備事業

広報いわき　28. 2　6

　
清
水
市
長
は
、
本
年
十
月
一

日
に
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
本
市
の
魅
力

を
再
確
認
し
、
本
市
を
愛
す
る

心
を
さ
ら
に
高
め
る
機
会
と
す

る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

が
一
つ
と
な
り
、
さ
ら
な
る
発

展
に
向
け
躍
動
す
る
契
機
と
す

る
た
め
に
「
市
制
施
行
五
十
周

年
記
念
事
業
」
を
実
施
す
る
と

述
べ
ま
し
た
。

　
記
念
事
業
は
、
中
核
と
し
て

位
置
付
け
る
「
い
わ
き
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
博
」
を
は
じ
め
「
五

十
周
年
、
五
十
の
記
念
事
業
」

と
銘
打
っ
て
、
年
間
を
通
じ
て

展
開
す
る
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
十
月
八
日
に
皇
太
子

ご
夫
妻
が
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
状
況
ご
視
察
の
た
め
、
本

市
を
訪
問
さ
れ
た
こ
と
や
、
十

月
二
十
三
日
に
皇
居
で
行
わ
れ

た
新
嘗
祭
献
穀
献
納
式
に
お
い

て
、
い
わ
き
産
米
を
献
納
し
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
か
ら
震
災
の

被
害
を
心
配
さ
れ
る
暖
か
い
お

言
葉
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
新
病
院
建
設
事

業
」
に
つ
い
て
、
高
度
・
先
進

医
療
を
担
う
地
域
の
中
核
病
院

を
目
指
し
て
検
討
を
重
ね
、
建

築
実
施
設
計
を
取
り
ま
と
め
た

こ
と
な
ど
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

○
い
わ
き
市
下
水
道
事
業
等
の

　設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
制

　定
に
つ
い
て

　
経
営
基
盤
を
強
化
し
、
将
来

に
わ
た
り
、
持
続
可
能
な
生
活

排
水
対
策
の
構
築
を
図
る
た
め
、

本
年
四
月
か
ら
、
下
水
道
事
業

等
に
対
し
地
方
公
営
企
業
法
の

財
務
規
則
な
ど
を
適
用
し
、
企

業
会
計
に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、

本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

○
い
わ
き
市
部
設
置
条
例
の
改

　正
に
つ
い
て

　
市
復
興
事
業
計
画
に
掲
げ
る

復
興
期
を
平
成
二
十
七
年
度
ま

で
と
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

復
興
の
先
を
見
据
え
て
、
平
成

二
十
八
年
度
に
全
庁
を
対
象
と

し
た
組
織
改
正
を
実
施
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

特
集

主な補正予算

市
議
会
12
月
定
例
会
を
開
催

市
長
か
ら
の
行
政
報
告

　い
わ
き
市
議
会
十
二
月
定
例
会
が
、
十
二
月
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
十
五
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
会

で
は
「
い
わ
き
市
下
水
道
事
業
等
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
の
ほ
か
、
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て
、

総
額
三
十
三
億
六
十
八
万
六
千
円
に
上
る
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
四
十
五
議
案
が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案

▶北部清掃センター長寿命化事業費＝13億6,754万円
▶鹿島公民館交流施設整備事業費＝１億1,662万１千円
▶本庁舎等耐震化改修事業費＝8,740万円
▶私立幼稚園施設型給付費（子ども・子育て支援新制度分）
　＝3,836万９千円
▶コミュニティ交流広場整備事業費＝3,516万７千円
▶競輪事業特別会計＝14億5,491万５千円

に
い
な
め
さ
い

新病院のイメージ図

本庁舎などの耐震化改修に向け基本設計
を実施



9　広報いわき　28. 2

ト
ピ
ッ
ク
ス

　

市制施行50周年記念オリジナルナンバープレートのデザインが決定

　本年10月１日に、市制施行50周年を迎えるに当た
り、多くの皆さんに本市に対する愛着を深めてもら
うとともに、市内外への情報発信・ＰＲを効果的に
行うため、原動機付自転車等の課税標識（ナンバー
プレート）に独自のデザインを施した「オリジナル
ナンバープレート」を広く募集し、市内外から50点
の応募をいただきました。
　これらを、選考委員会において厳正に審査し、最
優秀賞に選ばれた居関孝男さん（京都市西京区）の作品が、オリジナルナンバープレートの
デザインに決定しました。
　今後は、決定したデザインでオリジナルナンバープレートを作成し、10月３日㈪から交付
を開始する予定です。また、希望する方は、現在交付しているナンバープレートを、オリジ
ナルナンバープレートに交換することができます。

▲最優秀賞に選ばれた居関さんの作品

市民税課市民税第三係　☎22‒7428

車　種 手続き窓口
原動機付自転車・小
型特殊自動車

自動車・二輪の小型
自動車

軽自動車四輪

市民税課、各税務事務所、各支所税務担当窓口

軽自動車検査協会コールセンター　
☎050‒3816‒1838
軽自動車検査協会いわき支所（中部工業団地内）　
☎72‒0656
いわき自動車検査登録事務所（内郷綴町）　
☎050‒5540‒2016

軽自動車二輪

〈表２〉三輪および四輪の軽自動車の税率（税額）

＊燃費性能が大きく優れている車両＝平成32年度燃費基準＋20％達成車（乗用）、平成27年度燃費基準＋35％達成車（貨
　物）。燃費性能が優れている車両＝平成32年度燃費基準達成車（乗用）、平成27年度燃費基準＋15％達成車（貨物）。
　各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

〈表３〉車両の譲渡などの手続き窓口

－ 　
4,600円
12,900円
8,200円
6,000円
4,500円

－ 　
3,900円
10,800円
6,900円
5,000円
3,800円

－ 　
3,100円
7,200円
5,500円
4,000円
3,000円

25％軽減
3,000円
8,100円
5,200円
3,800円
2,900円

50％軽減
2,000円
5,400円
3,500円
2,500円
1,900円

75％軽減
1,000円
2,700円
1,800円
1,300円
1,000円

自家用
営業用
自家用
営業用

重課

区分

軽減率
三輪

燃費性能（＊）
グリーン化特例

新規検査か
ら13年経過
の車両

優れている
車両

大きく優れ
ている車両

電気自動
車・天然
ガス自動
車

平成27年
４月１日
以後に取
得の新車

平成27年
３月31日
以前に取
得の新車

四輪以上
乗用

貨物 ト
ピ
ッ
ク
ス
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平
成
二
十
七
年
度
税
制
改
正

な
ど
に
伴
い
、
地
方
税
法
が
一

部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
、
軽
自

動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
軽

自
動
車
の
普
及
を
促
進
す
る
た

め
、
三
輪
お
よ
び
四
輪
の
軽
自

動
車
を
対
象
に
、
グ
リ
ー
ン
化

特
例
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
新
た
な
税
率
に
つ
い
て
は
、

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
二
輪

車
は
〈
表
１
〉
、
三
輪
お
よ
び

四
輪
の
軽
自
動
車
は
〈
表
２
〉

の
と
お
り
で
す
。

○
グ
リ
ー
ン
化
特
例

　
三
輪
お
よ
び
四
輪
の
軽
自
動

車
で
、
燃
費
性
能
な
ど
が
優
れ

た
、
環
境
負
荷
が
小
さ
い
も
の

に
つ
い
て
、
税
率
を
軽
減
す
る

制
度
で
す
。

 

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
新
規
取
得
し
た
車
両

が
対
象
で
、
平
成
二
十
八
年
度

の
課
税
分
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
重
課

　
平
成
十
四
年
十
二
月
以
前
に

新
規
検
査
（
＊
）
を
受
け
、
十

三
年
を
経
過
し
た
車
両
に
は
、

重
課
税
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
電
気
自
動
車
や
天

然
ガ
ス
自
動
車
な
ど
は
対
象
外

で
す
。

＊
今
ま
で
に
車
両
番
号
の
指
定

　
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
軽
自

　
動
車
を
、
新
た
に
使
用
す
る

　
と
き
に
受
け
る
検
査

　
軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
は
、

四
月
一
日
現
在
の
所
有
者
に
対

し
課
税
さ
れ
ま
す
。
所
有
権
が

留
保
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
使

用
者
が
課
税
対
象
者
と
な
り
ま

す
。

　
車
両
の
譲
渡
や
廃
車
、
住
所

変
更
な
ど
を
す
る
場
合
は
、
窓

口
〈
表
３
〉
で
、
三
月
三
十
一

日
㈭
ま
で
に
手
続
き
を
完
了
し

て
く
だ
さ
い
。
三
月
下
旬
に
な

る
と
、
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

※

制
度
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く

　
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
に
な
る
か
、
同
課
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

軽
自
動
車
税
の
税
率
が

変
更
に

車
両
の
譲
渡
な
ど
の

手
続
き
は
お
早
め
に

新
た
な
制
度
を
実
施

平
成
28
年
度
か
ら

○
お
問
い
合
わ
せ

　
市
民
税
課
市
民
税
第
三
係

　
（
軽
自
動
車
税
）

　
☎
22
・
7
4
2
8

　
県
い
わ
き
地
方
振
興
局

　
県
税
部
（
自
動
車
税
）

　
☎
24
・
6
0
2
5

〈表１〉原動機付自転車および二輪車の税率（税額）

原動機付自転車

小型特殊自動車

軽自動車

50cc以下

50cc超～90cc以下

90cc超～125cc以下

ミニカー

農耕作業用

その他

二輪（125cc超～250cc以下）

専ら雪上を走行するもの

1,000円

1,200円

1,600円

2,500円

1,600円

4,700円

2,400円

2,400円

4,000円

2,000円

2,000円

2,400円

3,700円

2,400円

5,900円

3,600円

3,600円

6,000円二輪の小型自動車（250cc超）

区分 ～平成27年度 平成28年度～

軽自動車に新税率が適用



進んでいます　いわきの復興 ㉑進んでいます　いわきの復興 ㉑
写真で見る 震災復興土地区画整理事業の進ちょく状況（薄磯地区、豊間地区）

　市は津波被災地である、久之浜、薄磯、豊間、小浜、岩間の５地区で同事業を実施し
ており、現在各地区で、宅地造成や道路・水路等の公共施設やライフラインなどの整備
を進めています。
　薄磯地区、豊間地区では、高台や平地
で、宅地造成や防災緑地の盛り土など、
さまざまな工事を全面的に展開していま
す。現在の進ちょく状況を、写真でお知
らせします。

◀宅地引き渡し時期は本年３月ごろから平成
　29年12月ごろを予定（本年１月撮影）　

▲宅地引き渡し時期は本年３月ごろから平成
　29年５月ごろを予定（本年１月撮影）

○薄磯地区

○豊間地区
ト
ピ
ッ
ク
ス
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　平成28年が幕を開けました。
　１月は、仕事始め式、初市式、新春市長記
者会見、新春市民交歓会、消防出初め式から
始まり、新年のあいさつや各種団体の新年祝
賀会などにも積極的に参加いたしました。
　東日本大震災から今年の３月で５年となり
ますが、復興事業もおおむね順調に推移して
おり、いわき市に関係する明るい話題も数多
くなってまいりました。市民の皆さんにも、

笑顔がいっそう溢れてきたように感じており
ます。
　今年は、市制施行50周年の大きな節目の年
となります。これまでの本市の歩みを振り返
りながら、シンボルフレーズ「いわき ステ
キ 半世紀」のもと「50周年、50の記念事
業」と銘打ち、「いわきサンシャイン博」や
「アンダー15野球ワールドカップ」など、さ
まざまなイベントや大会を繰り広げてまいり
ます。市民の皆さんには、これらの記念事業
を通して、さらに明るく元気になっていただ
きたいと考えております。
　今月14日には、第７回いわきサンシャイン
マラソンが開催されます。１万人を超えるラ
ンナーをお迎えし、いわきの元気を全国に発
信してまいります。

こんにちは 市長室からこんにちは 市長室から

いわき市長　清 水 敏 男

「いわき ステキ 半世紀」
「50周年、50の記念事業」

⑩
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①
ま
ち
づ
く
り
活
動
（
ス
タ
ー

　
ト
ア
ッ
プ
）
支
援
事
業

▼
対
象
　
新
た
な
公
益
的
活
動

　
を
始
め
よ
う
と
す
る
団
体
の

　
事
業

▼
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の

　
５
分
の
４
以
内
（
上
限
20
万

　
円
、
助
成
は
３
回
ま
で
）

②
ま
ち
づ
く
り
活
動
（
ソ
フ

　
ト
）
支
援
事
業

▼
対
象
　
地
域
の
課
題
解
決
の

　
た
め
に
行
う
市
民
活
動

▼
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の

　
３
分
の
２
以
内
（
上
限
百
万

　
円
、
助
成
は
３
回
ま
で
）

③
ま
ち
づ
く
り
活
動
（
ハ
ー

　
ド
）
支
援
事
業

▼
対
象
　
地
域
資
源
を
活
用
し

　
た
整
備
事
業

▼
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の

　
４
分
の
３
以
内
（
上
限
５
百

　
万
円
、
助
成
は
１
回
）

④
ま
ち
づ
く
り
活
動
（
グ
レ
ー

　
ド
ア
ッ
プ
）
支
援
事
業

▼
対
象
　
実
績
の
あ
る
事
業
を

　
さ
ら
に
拡
充
・
発
展
さ
せ
、

　
各
種
団
体
か
ら
賛
同
・
協
力

　
を
得
な
が
ら
企
画
・
運
営
す

　
る
事
業

▼
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の

　
２
分
の
１
以
内
（
上
限
百
50

　
万
円
、
助
成
は
３
回
ま
で
）

⑤
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
支
援
事
業

▼
対
象
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
の
認

　
証
手
続
き
に
か
か
る
活
動
や
、

　
会
員
獲
得
な
ど
に
向
け
た
Ｐ

　
Ｒ
活
動

▼
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の

　
５
分
の
４
以
内
（
上
限
20
万

　
円
、
助
成
は
２
年
以
内
）

⑥
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
事

　
業

▼
対
象
　
市
制
施
行
五
十
周
年

　
を
記
念
し
て
、
市
民
自
ら
が

　
企
画
し
、
主
体
と
な
っ
て
行

　
う
事
業

▼
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の

　
５
分
の
４
以
内
（
上
限
百
万

　
円
、
助
成
は
１
回
）

▼
対
象
　
①
将
来
の
ま
ち
づ
く

　
り
を
担
う
青
少
年
を
育
成
す

　
る
事
業
　
②
ま
ち
づ
く
り
を

　
担
う
人
材
を
育
成
す
る
事
業

　
③
自
治
会
・
町
内
会
等
の
運

　
営
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る

　
事
業
　

▼
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の

　
２
分
の
１
以
内
（
上
限
50
万

　
円
）

○
案
内
（
共
通
）

▼
申
込
方
法
　
同
課
、
各
支
所

　
に
事
前
相
談
の
上
、
申
請
書

　
類
を
提
出

▼
申
込
期
限
　
２
月
29
日
㈪

※

申
請
書
な
ど
は
、
同
課
ま
た

　
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

　
手
で
き
ま
す
。

ま
ち
・
未
来
創
造
支
援
事
業

明
日
を
ひ
ら
く
人
づ
く
り

事
業

ト
ピ
ッ
ク
ス

○
お
問
い
合
わ
せ

　
市
民
協
働
課

　
協
働
推
進
係

　
☎
22
･
７
４
１
４

まち・未来創造支援事業まちづくり活動（グレードアップ）支援事業の一例
「第４回いわき光のさくらまつり」

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
や
人
材
育
成
を
支
援

　
市
は
、
市
内
で
公
益
的
活
動
を
す
る
市
民
活
動
団
体
を
対
象
に
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
「
ま
ち
・

未
来
創
造
支
援
事
業
」
と
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
を
支
援
す
る
「
明
日
を
ひ
ら
く
人
づ
く
り
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
二
事
業
の
、
支
援
対
象
と
な
る
市
民
活
動
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
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ト
ピ
ッ
ク
ス

　成人を迎え、地域のために
何かしたいと考えています。
　地域行事の運営を、若い人
たちが担っているので、自分
も運営に参加するなどして、
地域に貢献する形で、皆さん
に恩返ししたいです。

田中悠規さん川前地区 （川前公民館）

小名浜地区（パレスいわや）

　成人を迎えられたことを、
両親をはじめ、家族や周りの
方々に感謝しています。
　不安な気持ちも少しありま
すが、社会人として地域や日
本のために役立てるよう、頑
張っていきたいです。

石井麗加さん

恩師や旧友たちと喜びの再会

家族や恩師と一緒に記念撮影模擬授業で名前を呼ばれ笑顔で返事

久しぶりに顔を合わせ、笑顔の新成人たち 式典で市民憲章を唱和

華やかな振り袖姿の新成人

　
二
十
歳
の
門
出
を
祝
う
平
成

二
十
八
年
成
人
式
を
「
成
人
の

日
」
よ
り
一
日
早
い
、
一
月
十

日
に
市
内
十
三
会
場
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
年
の
成
人
式
の
対
象
者
は
、

平
成
七
年
四
月
二
日
か
ら
平
成

八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
々
で
、
男
性
が
千
八
百
四

十
七
人
、
女
性
が
千
七
百
二
十

七
人
で
す
。

　
当
日
は
、
二
千
七
百
八
十
五

人
が
出
席
し
、
色
鮮
や
か
な
振

り
袖
や
羽
織
は
か
ま
、
真
新
し

い
ス
ー
ツ
を
着
た
新
成
人
で
、

会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
市
の
成
人
式
は
、
自
ら
た

く
ま
し
く
生
き
よ
う
と
す
る
新

成
人
の
皆
さ
ん
を
祝
福
し
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
思
い
出

に
残
る
親
し
み
や
す
い
も
の
と

す
る
た
め
、
市
内
十
三
地
区
ご

と
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
市
長
な
ど
が
新

成
人
の
前
途
を
祝
し
て
、
激
励

の
言
葉
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
。

　
式
典
の
後
に
は
、
各
地
区
ご

と
に
実
行
委
員
会
に
よ
る
記
念

行
事
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
二

十
歳
に
ち
な
ん
だ
テ
ー
マ
で
、

ク
イ
ズ
や
抽
選
会
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
出

身
中
学
校
ご
と
の
二
十
歳
の
抱

負
発
表
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
新
成
人
の
皆
さ
ん

は
、
恩
師
や
旧
友
と
の
再
会
を

果
た
し
、
思
い
出
話
や
記
念
撮

影
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス
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平
成
二
十
八
年
成
人
式
を
一
月
十
日
に
、
市
内
十
三
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
二
十

歳
を
迎
え
た
三
千
五
百
七
十
四
人
が
、
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
新
成
人

お
め
で
と
う
新
成
人

２
７
８
５
人
が
出
席

２
７
８
５
人
が
出
席

多
彩
な
記
念
行
事
を
開
催

多
彩
な
記
念
行
事
を
開
催

20年前のできごと

国民体育大会での選手
宣誓

記念品を受け取る代表者

平成７（1995）年
４月　学校週５日制スタート（月２回）
７月　首都圏と札幌でＰＨＳ（簡易式携帯電
　　　話）の営業が開始
８月　磐越自動車道いわき～郡山間が開通
９月　第50回国民体育大会（夏季大会）
10月　第50回国民体育大会（秋季大会）
12月　富山県五箇山、岐阜県白川郷の合掌造
　　　り集落が世界文
　　　化遺産に登録
平成８（1996）年
１月　NASAのスペー
　　　スシャトル・エ
　　　ンデバーに若田
　　　光一さんが乗船
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お 知 ら せ
Information

ふるさと発信課広報グループ　
☎22－7402　　22－7469

▶市政情報番組「いわきWith」
　毎週月曜日　19：00～19：30
　毎週土曜日　８：30～９：00（再放送）
▶GOOD DAY いわき プラス
　月～金曜日　7：44～／12：10～
▶古紙回収実施の有無（当日に放送）
　回収日が月～金曜日　　　７：43ごろ
　回収日が土曜日　　　　　７：59ごろ

　
市政情報番組　　毎週土曜日　８：55～

　
福島中央テレビ　２月20日㈯　９：25～
福島放送　　　　　　21日㈰　11：45～
福島テレビ　　　　　21日㈰　13：55～
テレビユー福島　　　27日㈯　９：25～

　
テレビユー福島　２月27日㈯　17：15～

いわき市の
人口と面積

　人　口　349,190人　（－ 24）
　　男　　172,282人　（＋ 14）
　　女　　176,908人　（－ 38）
　世帯数　141,050世帯（＋ 54）
　面　積　1, 232. 02㎢
　平成28年１月１日現在／(前月比）
※平成27年国勢調査結果（速報値）
　に基づき変更した昨年12月１日現
　在の人口・世帯数との比較。

今月の納期（納期限２月29日㈪）
固定資産税・都市計画税　　　第４期
下水道事業受益者負担金　　　第４期
国民健康保険税　　　　　　　第５期
後期高齢者医療保険料　　　　第７期
介護保険料（第１号被保険者）第８期

いわき市民コミュニティ放送（76.2M㎐）

市政だより

ラジオ福島（1431K㎐）

ふるさといわき復興番組

とき　 時間　 ところ　 募集定員　 対象　 申し込み方法　
申込期間・期限　 内容　 共済見舞金　 料金　 試験日　 休館日　

介
護
保
険
住
宅
改
修

事
業
者
向
け
研
修
会

　

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
１
１
９
３

　
　
　
　
　

22
・
７
５
４
７

　

chojukaigo@
city.iw

aki.

　

fukushim
a.jp

①
更
新
＝
３
月
１
日
㈫　

10

時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時　

②

新
規
＝
３
月
３
日
㈭　

13
時
〜

16
時総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

同
住
宅
改
修
受
領
委
任
払
制

度
へ
の
新
規
登
録
・
更
新
を
希

望
す
る
事
業
者

各
地
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
の
申
込
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

可
）
を
同
課
へ
（

可
）

２
月
24
日
㈬

大
学
等
と
地
域
の
連
携
し

た
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

成
果
報
告
会

　

行
政
経
営
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
４
１
０

３
月
５
日
㈯　

14
時
〜
16
時

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

70
人
（
当
日
先
着
順
）

大
規
模
集
客
施
設
の
立
地

制
限
に
係
る
説
明
会

　

都
市
計
画
課
計
画
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
５
１
１

　

店
舗
面
積
な
ど
が
１
万
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
規
模
集

客
施
設
の
立
地
を
、
市
内
の
準

工
業
地
域
で
制
限
す
る
規
制
の

導
入
に
向
け
た
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

①
市
文
化
セ
ン
タ
ー
＝
２
月

15
日
㈪　

②
小
名
浜
公
民
館
＝

２
月
16
日
㈫　

③
勿
来
市
民
会

館
＝
２
月
17
日
㈬

19
時
〜
20
時

市
民
交
通
災
害
共
済
の

加
入
受
け
付
け
を
開
始

　

市
民
生
活
課
交
通
安
全
防
犯

　

係　
　
　

☎
22
・
１
１
５
２

　

市
民
交
通
災
害
共
済
は
、
年

間
１
人
５
百
円
の
掛
け
金
で
、

交
通
事
故
に
よ
る
災
害
の
程
度

に
応
じ
て
、
見
舞
金
を
受
け
取

れ
る
制
度
で
す
。

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
方４

月
１
日
〜
来
年
３
月
31
日

被
災
者
生
活
再
建
支
援

制
度
の
申
請
期
限
を
延
長

　

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
６
１
２

　

災
害
に
よ
り
、
生
活
基
盤
に

著
し
い
被
害
を
受
け
た
世
帯
に

対
し
て
支
援
金
を
支
給
す
る
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の

申
請
期
限
を
延
長
し
ま
す
。

①
基
礎
支
援
金
＝
平
成
29
年

４
月
10
日　

②
加
算
支
援
金
＝

平
成
30
年
４
月
10
日

ふ
る
さ
と
だ
よ
り
展

　

市
民
協
働
課
協
働
推
進
係

☎
22
・
７
４
１
４

　

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
つ
な

い
で
い
く
た
め
、
ふ
る
さ
と
だ

よ
り
展
を
開
催
し
ま
す
。

①
い
わ
き
・
ら
・
ら
・
ミ
ュ

（
年
度
途
中
に
加
入
す
る
場
合

の
共
済
期
間
は
、
加
入
日
翌
日

か
ら
来
年
３
月
31
日
ま
で
）

２
万
円
〜
百
万
円

町
内
会
や
交
通
安
全
母
の
会

な
ど
を
通
し
て
申
し
込
む
か
、

同
課
ま
た
は
各
支
所
へ

※
本
年
３
月
31
日
ま
で
に
市
外

　

へ
転
出
す
る
方
は
、
加
入
で

　

き
ま
せ
ん
。

各
地
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
同
課
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ウ
＝
２
月
２
日
㈫
〜
25
日
㈭　

②
総
合
図
書
館
＝
３
月
２
日
㈬

〜
27
日
㈰

ふ
る
さ
と
だ
よ
り
、
取
材
時

に
撮
影
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
や

風
景
な
ど
の
写
真
展
示

　①総合保健福祉センター＝２月16日
㈫・23日㈫、３月１日㈫　
②泉公民館＝３月８日㈫
　13時15分～16時30分
　事前に☎か窓口で

保健所地域保健課精神保健係
　☎27－8557

心の健康相談

日

時

申

　本市北部から双葉郡南部に分布する上部
白亜系双葉層群から発見された、日本を代
表する最も有名なアンモナイト「ヤベイセ
ラス」の謎を探るとともに、大正時代末の
双葉層群の発見と常磐炭田地質研究の先達、
徳永重康博士の功績を紹介します。
　２月18日㈭～３月13
日㈰　９時～17時（入
館は16時30分まで）
　毎週月曜日
※入館料など詳しくは、
　同センターへお問い
　合わせください。

アンモナイトセンター　☎82－4561

装飾型アンモナイト
ヤベイセラス化石展

ヤベイセラス（広
野町折木産出）

日

休

開催

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
の
受
講
者

☎
22
・
５
６
６
７

①
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
を
歩

こ
う
＝
３
月
５
日
㈯
（
雨
天
中

止
）　

②
お
祝
い
用
フ
ラ
ワ
ー

ボ
ト
ル
＝
３
月
６
日
㈰　

③
プ

リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
＝
３
月
10
日
㈭　

④
ガ
ラ
ス

の
ペ
ン
ダ
ン
ト
＝
３
月
13
日
㈰

⑤
ク
レ
イ
パ
ッ
ク
・
ロ
ー
シ
ョ

ン
＝
３
月
16
日
㈬　

⑥
ハ
ー
ブ

ビ
ギ
ナ
ー
教
室
＝
３
月
20
日
㈰

⑦
テ
ラ
コ
ッ
タ
粘
土
の
置
き
物

＝
３
月
20
日
㈰　

⑧
早
春
の
寄

せ
植
え
＝
３
月
26
日
㈯

①
⑦
⑧
＝
13
時
30
分
〜
15
時

30
分　

②
③
④
⑥
＝
10
時
〜
正

午　

⑤
＝
10
時
〜
正
午
（
１
回

目
）
、
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

（
２
回
目
）　

①
＝
30
人　

②
③
⑥
⑧
＝
20

人　

④
⑦
＝
15
人　

⑤
＝
各
20

人
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

①
＝
無
料　

②
＝
２
千
５
百

円　

③
＝
４
千
円　

④
＝
千
８

百
円
（
部
品
代
別
途
）　

⑤
＝

各
千
２
百
円　

⑥
＝
５
百
円　

⑦
＝
千
円　

⑧
＝
２
千
円

①
＝
当
日
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

で　

②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
＝
２
月

17
日
㈬
９
時
か
ら
☎
で

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ

ジ
学
校
見
学
会
の
参
加
者

な
ど

　
　
　
　
　

☎
56
・
０
７
１
１

　
　
　
　
　

56
・
０
７
５
１

　
　

info@
iw
aki-cc.ac.jp

○
学
校
見
学
会
（
オ
ー
プ
ン
カ

　

レ
ッ
ジ
）
の
参
加
者

３
月
12
日
㈯　

９
時
〜
14
時

入
試
説
明
、
施
設
見
学
、
体

験
学
習
な
ど

○
特
待
生
入
試
・
第
５
期
入
試

　

の
受
験
者

３
月
17
日
㈭

☎

で

２
月
19
日
㈮
〜
３
月
10
日
㈭
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対象　 内容　 補助額　 申し込み方法　 申込期間・期限　 とき　 時間　
募集定員　 料金　 ところ　 任期　 貸与月額　 講師　

市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
３
級
指
導
士
養
成
講
座

の
受
講
者

　

長
寿
介
護
課
介
護
予
防
係

☎
22
・
７
４
６
５

３
月
２
日
〜
25
日
の
月
・

水
・
金
曜
日
（
３
月
21
日
を
除

く
）
（
全
10
回
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

市
民
講
座
の
受
講
者

　
　
　
　
　

☎
37
・
８
８
８
８

　
　
　
　
　

22
・
５
５
５
５

　
　
　
　
　

info@
isgp.jp

①
ワ
ー
ド
実
用
＝
３
月
５
日

〜
26
日
の
土
曜
日
（
全
４
回
）

②
絵
本
読
み
聞
か
せ
講
座
＝
３

ク
リ
ン
ピ
ー
の
家

リ
サ
イ
ク
ル
教
室
の

参
加
者
な
ど

　
　
　
　
　

☎
56
・
３
６
５
１

◯
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
の
参
加
者

３
月
９
日
㈬　

９
時
〜
正
午

空
き
瓶
で
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト

８
人
（
応
募
多
数
時
抽
選
）

同
施
設
窓
口
か
☎
で

２
月
２
日
㈫
〜
20
日
㈯

○
修
理
・
再
生
し
た
自
転
車
・

　

家
具
を
提
供

３
月
12
日
㈯　

10
時
抽
選

／

自
転
車
＝
２
千
円
、
家

め
ざ
せ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
養
成

事
業
の
参
加
者

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー

　

ツ
振
興
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
５
５
３

　
　
　
　
　

22
・
７
５
５
２

　

bunka-sports@
city. 

　

iw
aki.fukushim

a.jp

３
月
12
日
㈯

①
実
技
「
障
害
予
防
か
ら
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
」
＝
10
時

〜
正
午　

②
講
演
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
魅
せ
ら
れ
て
」
＝
13

時
〜
16
時

①
＝
四
家
卓
也
（
と
き
わ
会

理
学
療
法
士
）　

②
＝
白
石
豊

（
福
島
大
学
教
授
）

市
文
化
セ
ン
タ
ー

／

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
お
よ
び
競
技
者
／
２
百
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
所
属
団
体
を

記
入
し
、
〒
９
７
０
―
８
０
２

６　

平
字
堂
根
町
４
―
８　

文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
（

可
）２

月
19
日
㈮
必
着

三
崎
公
園
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品

　

マ
リ
ン
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　

☎
54
・
５
７
０
７

市
内
に
居
住
す
る
方

三
崎
公
園
の
風
景
や
、
利
用

風
景
を
撮
影
し
た
未
発
表
作
品

応
募
用
紙
に
作
品
を
添
え
て
、

同
タ
ワ
ー
内
の
事
務
所
へ
持
参

か
郵
送
で

３
月
４
日
㈮
消
印
有
効

学
習
活
動
団
体
の
主
催

事
業
に
助
成
金
を
給
付

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
５
５
６

　

公
益
信
託
駒
澤
嘉
い
わ
き
生

涯
学
習
振
興
基
金
で
は
、
市
民

の
方
を
対
象
と
す
る
講
座
・
研

修
会
な
ど
の
開
催
費
用
を
助
成

し
ま
す
。

公
民
館
等
で
活
動
す
る
社
会

教
育
関
係
団
体
な
ど

／

講
師
の
報
償
費
・
旅
費
、

消
耗
品
費
な
ど
／
上
限
10
万
円

同
課
、
各
公
民
館
・
図
書
館

な
ど
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒
９
７

０
―
８
０
２
６　

平
字
堂
根
町

４
―
８　

生
涯
学
習
課
へ

３
月
31
日
㈭
消
印
有
効

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

※
書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す
。

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
０
２
１

４
月
１
日
現
在
、
20
歳
以
上

の
市
内
居
住
者
で
、
消
費
生
活

に
関
心
が
あ
り
、
常
に
居
住
地

具
＝
３
千
円
／
３
月
11
日
㈮
ま

で
に
同
施
設
窓
口
で

区
内
の
小
売
店
な
ど
を
利
用
し
、

任
期
中
の
平
日
に
開
催
す
る
研

修
会
な
ど
に
参
加
で
き
る
方

消
費
生
活
に
関
す
る
意
見
な

ど
の
報
告
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

回
答
、
研
修
会
や
講
演
会
へ
の

参
加
、
毎
月
の
物
価
調
査

20
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
）

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

同
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
提
出

２
月
17
日
㈬

市
内
居
住
者
で
、
地
域
活
動

に
参
加
す
る
意
欲
が
あ
り
、
全

日
程
を
受
講
で
き
る
方

16
人
（
先
着
順
）

２
月
15
日
㈪
８
時
30
分
か
ら

同
課
へ
☎
で

月
12
日
・
19
日
の
土
曜
日
（
全

２
回
）　

③
変
身
カ
ー
ド
作
り

＝
３
月
26
日
㈯　

④
ワ
ー
ド
中

級
＝
３
月
27
日
㈰

①
＝
10
時
〜
正
午　

②
＝
13

時
〜
15
時　

③
＝
10
時
30
分
〜

正
午　

④
＝
10
時
〜
12
時
30
分

①
＝
高
校
生
を
除
く
18
歳
以

上
の
方　

②
④
＝
18
歳
以
上
の

方
（
②
は
お
子
さ
ん
連
れ
も

可
）　

③
＝
幼
児
と
保
護
者

①
＝
30
人　

②
＝
15
人　

③

＝
10
組　

④
＝
24
人
（
い
ず
れ

も
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

無
料
（
①
は
教
材
費
別
途
）

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
住
所
・

氏フ
リ

名ガ
ナ

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
９
７
０
―
８
０
２
６

平
字
一
町
目
１　

生
涯
学
習
プ

ラ
ザ
へ
（
窓
口
・

可
）

２
月
20
日
㈯
必
着

　高校、中等教育学校（後期課程）、高専、大学ま
たは専修学校（高等課程または専門課程）に在学の
方で、他の奨学資金を受けておらず、経済的理由か
ら修学が困難な方で、市内に引き続き１年以上住所
を有し、または有していた方
　①高校・中等教育学校（後期課程）・専修学校
（高等課程）生＝20,000円　②高専生＝29,000円　
③大学・専修学校（専門課程）生＝40,000円
　①＝２人程度　②＝３人程度　③＝23人程度
同課、各支所・市民サービスセンター・公民館・

図書館・学校などに備え付けの申込書に必要事項を
記入し、本人が同課へ持参提出
２月15日㈪～３月31日㈭

※申込書は、市ホームページからも入手できます。

市奨学資金奨学生を募集

学校教育課就学係　☎22－1123

申

定

対

貸

期

　市では、生活排水処理の早期100パーセント達
成と持続可能な生活排水事業の構築を目指し、同
方針を策定します。今回「素案」への意見を市民
の皆さんから募集します。資料は、市ホームペー
ジや同課、本庁舎１階市民ロビー、各支所の情報
公開コーナーで、２月８日㈪から公開します。
　任意の様式に、意見・住所・氏名・電話番号を
記入し、〒970－8686　生活排水対策室経営企画
課へ（直接持参・　　可）
　２月８日㈪～22日㈪必着
※提出された方の個人名などは公表しません。匿
　名は不可。

市総合生活排水対策方針改定
版（素案）

市民意見
募　　集

生活排水対策室経営企画課経営企画係
　☎22－7519　　22－7572

　keieikikaku@city.iwaki.fukushima.jp

期

申

　難聴児の言語の習得、教育などにおける健全な
発達の支援や、コミュニケーションの向上を促進
するため、補聴器の購入・修理に要する費用の一
部を助成します。
　①購入＝費用の３分の２　②修理＝費用の２分
の１
　本市に住民登録があり、申請の時点に満18歳未
満で、聴覚障がいの程度が身体障害者手帳６級以
上の基準に該当しない方で、補聴器の装用により、
言語習得等に一定の効果が期待できると、医師の
判断を受けている方
　医師の意見書、補聴器販売業者が作成した見積
書、印鑑を持参し、各地区保健福祉センターへ
※平成27年４月１日以降の購入・修理が対象とな
　ります。詳しくは同課へお問い合わせください。

障がい福祉課支援係　☎22－7485

軽度・中等度難聴児のための
補聴器購入費などを助成

対

申

補



広報いわき　28. 2　18

お
知
ら
せ

19　広報いわき　28. 2

お
知
ら
せ

対象　 募集定員　 雇用期間　 申し込み方法　 申込期間・期限　
試験日　 とき　 ところ　 内容　 時間　

介
護
保
険
認
定
調
査

嘱
託
職
員

　

長
寿
介
護
課
介
護
認
定
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
４
７
５

　

要
介
護
認
定
の
訪
問
調
査
業

務
を
行
う
方
を
募
集
し
ま
す
。

お
お
む
ね
60
歳
ま
で
で
介
護

チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
推
進

事
業
の
嘱
託
職
員

　

障
が
い
福
祉
課
支
援
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
４
８
５

　

知
的
（
発
達
）
障
が
い
、
ま

た
は
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
を

嘱
託
職
員
と
し
て
採
用
し
、
事

務
補
助
な
ど
の
経
験
を
通
じ
、

就
労
に
必
要
な
能
力
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

４
月
１
日
現
在
、
市
内
に
居

住
す
る
18
歳
以
上
で
、
療
育
手

帳
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
手
帳

を
所
持
す
る
か
、
発
達
障
が
い

の
診
断
が
あ
り
、
自
力
で
通
勤

が
で
き
る
方

自
衛
官

　

自
衛
隊
い
わ
き
地
域
事
務
所

☎
25
・
８
９
３
２

①
幹
部
候
補
生
＝
４
月
14
日

㈭
・
15
日
㈮　

②
予
備
自
衛
官

休
日
納
税
相
談

　

税
務
課
徴
収
企
画
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
４
２
４

２
月
28
日
㈰　

９
時
〜
16
時

同
課
、
小
名
浜
・
勿
来
・
常

磐
・
内
郷
・
四
倉
の
各
税
務
事

務
所税

の
納
付
や
納
付
方
法
の
相

談
、
納
付
書
の
再
発
行
な
ど

住
ま
い
と
暮
ら
し
の

再
建
相
談
会

　

ふ
る
さ
と
再
生
課
被
災
者
支

　

援
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
４
３
７

／

３
月
13
日
㈰　

10
時
〜

16
時
30
分
／
市
文
化
セ
ン
タ
ー

震
災
に
よ
り
家
屋
被
害
な
ど

を
受
け
た
市
民
の
方

事
前
に
同
課
へ
☎
で

Ｂ
型
肝
炎
患
者
救
済
の

特
別
措
置
法
に
関
す
る

説
明
会
・
個
別
相
談
会

を
開
催

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事

　

務
所　
　

☎
０
２
５
・
２
２

　

３
・
１
１
３
０

　

弁
護
士
が
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。

３
月
26
日
㈯　

13
時
30
分
〜

16
時
（
受
け
付
け
は
15
時
ま

で
）労

働
福
祉
会
館
（
平
字
堂
ノ

前
22
）

子
宮
頸け

い

が
ん
等
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
る
副
作
用
被
害

を
救
済

　

保
健
所
地
域
保
健
課
感
染
症

　

対
策
係　

☎
27
・
８
５
９
５

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

市
の
助
成
に
よ
り
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

い
ず
れ
か
を
接
種
し
た
方
の
う

猫
は
屋
内
で
飼
育
を

　

保
健
所
生
活
衛
生
課
動
物
愛

　

護
係　
　

☎
27
・
８
５
９
２

　

交
通
事
故
や
病
気
の
感
染
な

ど
、
家
の
外
は
猫
に
と
っ
て
危

険
で
す
。
ま
た
、
排は

い

泄せ
つ

や
い
た

ず
ら
な
ど
を
し
て
し
ま
い
、
近

所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
猫
は

屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

20
組
（
応
募
多
数
時
抽
選
）

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

☎

で

２
月
26
日
㈮

ち
、
接
種
後
に
何
ら
か
の
症
状

が
生
じ
、
医
療
機
関
を
受
診
し

た
方
は
、
接
種
と
の
関
連
性
が

認
定
さ
れ
る
と
、
医
療
費
・
医

療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、　

医
薬
品
医
療

　

機
器
総
合
機
構
救
済
制
度
相

　

談
窓
口
（
☎
０
１
２
０
・
１

　

４
９
・
９
３
１
）
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
（
一
般
・
技
能
）
＝
４
月
15

日
㈮
〜
19
日
㈫

①
＝
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
で
、
４
月
１
日
現
在
20

歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

②
＝
４
月
１
日
現
在
、
18
歳
以

上
34
歳
未
満
の
方
（
一
般
）
、

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
を
有
す

る
方
（
技
能
）

①
＝
３
月
１
日
㈫
〜
５
月
６

日
㈮　

②
＝
〜
４
月
８
日
㈮

に
関
す
る
知
識
や
経
験
を
有
し
、

移
動
に
必
要
な
自
家
用
車
の
確

保
が
で
き
る
方

若
干
名
（
面
接
な
ど
で
選

考
）履

歴
書
に
介
護
保
険
認
定
調

査
嘱
託
職
員
希
望
と
明
記
し
て
、

〒
９
７
０
―
８
６
８
６　

長
寿

介
護
課
へ
（
直
接
持
参
も
可
）

２
月
25
日
㈭
必
着

若
干
名

４
月
１
日
〜
来
年
３
月
31
日

同
課
、
各
地
区
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒

９
７
０
―
８
６
８
６　

障
が
い

福
祉
課
へ
（
直
接
持
参
も
可
）

２
月
29
日
㈪
必
着

○第３回いわき若者会議
　／　２月27日㈯　14時～17時／フクラシ
ア東京ステーション（東京都千代田区）
　いわきの良さや未来について議論し「い
わきの未来地図」を作成
　本市出身の学生や本市に関心のある学生
など
○高校生と保護者のための地元企業説明会
　／　①工業高校の部＝３月３日㈭　②一
般高校の部（普通科・商業科など）＝３月
４日㈮／12時50分～16時40分
　市文化センター
　地元企業による企業説明、就職セミナー
　市内の高校などの１・２年生と保護者
○就職ガイダンス2016
　３月18日㈮　９時30分～正午（第１部）、
13時～15時30分（第２部）
　いわきワシントンホテル椿山荘
　合同企業説明会、職業相談コーナーなど
　来年３月に大学、短大、高専、専修学校
などを卒業予定の学生の方（高校生を除く）
や保護者（就職活動中や就職活動前のお子
さんを持つ方）
※企業入れ替え制で各回60社参加。

商工労政課労政係　☎22－7478

第３回いわき若者会議など開催

日 所

内

対

日

対

内

日

内

所

所

対

時

３
月
１
日
か
ら
７
日
は

　
　
　

子
ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す

　

親
子
（
母
子
）
健
康
手
帳
を
確
認
し
、

未
接
種
の
も
の
が
あ
れ
ば
、
こ
の
機
会
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

い
わ
き
っ
子
・
い
き
い
き

健
や
か
食
育
教
室
（
学
童

期
）
の
参
加
者
を
募
集

　

保
健
所
地
域
保
健
課
健
康
増

　

進
係　
　

☎
27
・
８
５
９
４

　
　
　
　
　

27
・
８
６
０
７

　

hokenjo-chiikihoken@

　

city.iw
aki.fukushim

a.jp

３
月
６
日
㈰　

13
時
30
分
〜

15
時
30
分

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
鍋
で
炊
飯
、
和
食
の
基
本

「
だ
し
」
の
秘
密
に
触
れ
て
五

味
五
感
を
体
験

小
学
生
と
保
護
者

と　き公　演　名 料　金 予約開始
いわき室内楽協会コンサート2016／2017
第13回ヴィルタス・クヮルテット＆鈴木豊人で
聴くブラームス

５／21㈯
14時～

２／21㈰
10時～

▶購入方法　①電話予約　②インターネット予約　③窓口販売（発売２日目より取り扱い）

一般＝4,500円、学生
＝2,000円

公演チケット発売開始のお知らせ アリオスチケットセンター　☎22－5800アリオス主催

おわびと訂正 広報いわき１月号８ページ「市県民税の申告相談受け付けを開始　いわき税務署からのお知らせ」の申告期間を２月15日㈪から
と記載しましたが、正しくは、所得税が２月16日㈫から、消費税が１月１日㈮からでした。おわびして訂正します。

　今春のスギ花粉の飛散量は、例年よりやや多
い見込みですが、飛散量が多かった昨年と比べ
るとやや少ないという飛散予測です。飛散開始
は２月中旬ごろからと予測されています。しか
し、寒い日が続いても急に気温の高くなる日が
あると、予測より早く飛ぶことがありますので、
早めに花粉症対策をしましょう。
　また、同課では花粉症の相談を受け付けてい
ますので、気軽にご相談ください。
○花粉症予防のためのポイント
・新聞やテレビなどで花粉飛散情報を確認する
・外出時はマスクやメガネ、帽子を着用する
・玄関先で衣服をたたいて、花粉を払い落とす
・帰宅後、洗顔やうがいをする
・花粉の多い日は洗濯物や布団は家の中に干す

今すぐできる花粉症対策

保健所地域保健課健康増進係　☎27－8594

（独）



市
民
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ひ
ろ
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て
い
る
中
で
感
じ
た
こ
と
は
、
多
く
の
方

が
遠
野
和
紙
を
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
、

大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
遠
野
和
紙
は
、
遠
野
地
区
の
小
・
中
学

校
、
高
校
の
卒
業
証
書
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
親
し
み
を
持
ち
、

大
切
に
し
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、

早
く
遠
野
和
紙
の
製
作
技
術
を
身
に
付
け

た
い
と
、
強
く
思
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
こ

と
や
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
地
域
の
方
々
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
一
日
も
早
く
遠
野
和
紙
の

製
作
技
術
を
身
に
付
け
、
伝
統
を
守
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
が

作
っ
て
い
る
、
和
紙
を
使
っ
た
行
灯
な
ど

も
一
緒
に
製
作
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

じ
て
、
多
く
の
方
に
遠
野
和
紙
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
た
い
で
す
。

冬
に
そ
の
材
料
を
使
っ
て
す
く
、
寒
ず
き

と
い
う
方
法
で
製
作
し
ま
す
。
材
料
と
な

る
植
物
の
栽
培
か
ら
紙
す
き
ま
で
一
連
の

流
れ
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
一
つ
一
つ
の

作
業
の
善
し
あ
し
が
紙
の
仕
上
が
り
に
影

響
し
て
き
ま
す
。

　
夏
は
下
草
刈
り
な
ど
、
コ
ウ
ゾ
畑
の
管

理
を
行
い
、
冬
に
な
る
と
コ
ウ
ゾ
を
刈
り

取
り
、
和
紙
の
材
料
を
作
り
ま
す
。
現
在

は
、
こ
の
作
業
と
併
せ
、
紙
す
き
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
遠
野
和
紙
は
寸
法
が
決
ま
っ
て
お
り
、

全
紙
と
呼
ば
れ
る
大
き
さ
の
も
の
を
、
遠

野
和
紙
と
呼
び
ま
す
。
全
紙
を
す
く
た
め

の
道
具
は
重
く
、
全
体
を
均
一
に
仕
上
げ

る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
良
い
紙
が
作
れ

る
よ
う
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
い
ま
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
か
。

　
地
域
の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
活
動
し

Ｑ
　
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し

た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
以
前
か
ら
、
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ

り
、
専
門
学
校
で
和
紙
に
つ
い
て
学
ん
だ

の
で
、
い
わ
き
市
に
来
る
前
か
ら
、
和
紙

製
作
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
出
会
っ
た
職
人
の
方
か
ら
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
遠
野
和
紙
の
製
作

技
術
の
継
承
に
取
り
組
む
仕
事
が
あ
る
と

い
う
話
を
伺
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

そ
の
話
を
聞
き
、
地
域
の
伝
統
が
途
絶
え

な
い
よ
う
、
自
分
の
経
験
を
生
か
し
、
製

作
技
術
を
継
承
し
た
い
と
考
え
、
応
募
し

ま
し
た
。

Ｑ
　
具
体
的
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
就
任
し
て
か
ら
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。
遠
野
和
紙
は
、
夏
に
材
料
と

な
る
コ
ウ
ゾ
や
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
を
栽
培
し
、

市民のひろば
222

市民のひろば ～明るく 元気な いわき市を目指して～

　今月号は、市無形文化財に指定されていた「いわき和紙製作
技術」の継承に取り組み「遠野和紙」を製作している、市地域
おこし協力隊の盛合文子さんに、活動内容などについてインタ
ビューした内容をお伝えします。

地域の方と一緒にコウゾの剥皮作業

全紙の紙すきに取り組む盛合さん

はく ひ

盛合文子さん（市地域おこし協力隊）

あ
ん
ど
ん

もり あい あや　こ

連
載
シ
リ
ー
ズ
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磐
越
自
動
車
道
や
国
道
四
十

九
号
の
幹
線
道
路
か
ら
外
れ
た
、

三
和
町
上
市
萱
の
市
道
二
百

メ
ー
ト
ル
の
間
に
沿
っ
て
、
短

冊
型
に
区
画
さ
れ
た
二
十
軒
ほ

ど
の
家
屋
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
仙
道
五
駅
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
、
上
市
萱
と

上
三
坂
の
間
で
は
、
険
し
い
長

沢
峠
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
上
市
萱
は
峠
を
降
り

て
き
た
者
に
は
一
息
つ
け
る
場

所
、
峠
越
え
を
し
よ
う
と
す
る

者
に
と
っ
て
は
、
入
念
な
準
備

を
す
る
場
所
と
し
て
、
重
要
な

宿
場
機
能
を
備
え
て
い
ま
し
た
。

家
々
に
は
、
今
で
も
「
問
屋
」

「
澤
太
屋
」
「
叶
屋
」
「
恵
比

寿
屋
」
な
ど
の
屋
号
が
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
、
重
厚
な
か
や
ぶ

き
屋
根
が
並
ん
で
い
ま
し
た
が
、

昭
和
四
十
年
代
以
降
、
相
次
い

で
瓦
屋
根
に
ふ
き
替
え
ら
れ
て
、

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
を
最

後
に
、
か
や
ぶ
き
屋
根
が
上
市

萱
か
ら
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　
屋
根
の
形
は
変
わ
り
、
世
代

が
交
代
し
て
い
ま
す
が
、
集
落

全
体
で
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
た
た
ず
ま
い
。
特
に
、

新
道
の
開
通
以
降
、
上
市
萱
の

旧
宿
は
静
か
な
歳
月
を
刻
ん
で

い
ま
す
。

（
い
わ
き
地
域
学
會

　
　
　
　
　
　
　
小
宅
幸
一
）

※

い
わ
き
市
内
の
昔
の
写
真
を

　
お
持
ち
で
、
提
供
い
た
だ
け

　
る
方
は
、
ふ
る
さ
と
発
信
課

　
（
☎
22
・
７
５
０
３
）
ま
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
い
わ
き
市
は
本
年
十
月
に
、
市
制
施

行
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
市
の
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
、
市
内
各
所
の
過
去

と
現
在
の
写
真
を
比
較
し
、
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
振
り
返
り
ま
す
。

かつて街道筋として栄えた三和町上市萱の集落〔昭和54
（1979）年12月、いわき市撮影〕

三和町上市萱の現在〔平成26（2014）年10月　いわき市撮
影〕

三
和
町
上
市
萱

測定時刻：９時
単　　位：マイクロシーベルト／時
出　　典：原子力規制委員会ホーム
　　　　　ページより

※過去における測定値、平成22年度の市内の状況については、0.04～0.07マイクロシーベルト／時で推移していました。（福島県ホームページより）

１月19日㈫の市役所本庁舎、各支所・市民サービスセンターでの放射線量測定値
庁舎・支所 小名浜 勿来 常磐 内郷 四倉 遠野 小川 好間 三和 田人 川前平（本庁） 久之浜・大久

地上１m 0.093 0.036

市民サービスセンター 豊間

地上１m 0.096
泉

0.050
中央台

0.066

0.042 0.054 0.043 0.049 0.050 0.056 0.052 0.048 0.063 0.062 0.114

放射線に関する問い合わせ窓口（県設置窓口）☎0120－988－359　平日：８時30分～18時15分　土日祝：８時30分～正午

水道水の放射性
物質の測定結果

水道局では、市内全 12 浄水場の水道水を週３回（法田第一ポンプ場・旅人浄水場・上遠野浄水場は週１回）検査しています。現在の検
査結果は、放射性ヨウ素・放射性セシウムとも、全て不検出（１ベクレル /㎏未満）であり、安心して飲んでいただけます。

モニタリングポストは、マイクログレイ／時で測定されていますが、
本表では１マイクログレイ／時＝１マイクロシーベルト／時と換算
して表示しています。
※久之浜・大久支所は、改築工事のため、当面、久之浜西公園での
　測定値を掲載します。



休日 当番医

休日 歯科診療

日曜 小児専門当番医

9 時～12時
13時～16時

9時～12時

（受付終了時間１５時３０分）休日救急歯科診療所
（総合保健福祉センター内）　　☎２７－８６２０

２
月

３
月

２
月

３
月

日曜 精神科当番医 10時～16時
新田目病院（平上荒川）　　　 ☎２8－1222
２
月

３
月

２
月

３
月６日、13日、20日、27日

６日、13日、20日・21日、27日

７日、11日、14日、21日、28日

７日、14日、21日、28日

７日、14日、21日、28日

６日、13日、20日、27日

日曜 眼科当番医
中央台たなか眼科（中央台高久）
9時～14時

６日、13日、20日・21日、27日

７日、11日、14日、21日、28日

休日 泌尿器科当番医 9時～１５時
ときわ会常磐病院（常磐上湯長谷町）☎43－4175

休日当番医・日曜当番医・休日歯科診療休日当番医・日曜当番医・休日歯科診療

11
日
㈭

14
日
㈰

21
日
㈰

28
日
㈰

３
月
６
日
㈰

２
月
７
日
㈰

13
日
㈰

平 上 荒 川
平 作 町
平 下 平 窪
平 鍛 冶 町
泉 町 滝 尻
錦 町
常 磐 西 郷 町
小 島 町
小 名 浜 定 西
勿 来 町
常磐上湯長谷町
平 上 荒 川
平 下 平 窪
小 島 町
鹿島町下蔵持
佐 糠 町
常 磐 湯 本 町
平 上 荒 川
平 作 町
平 下 平 窪
小 島 町
平 五 色 町
小 名 浜 林 城
植 田 町
常 磐 湯 本 町
平 上 荒 川
平 豊 間
平 下 平 窪
小 島 町
小名浜岡小名
錦 町
常 磐 西 郷 町
平 上 荒 川
平 作 町
平 谷 川 瀬
平 下 平 窪
平 鍛 冶 町
小 名 浜 大 原
勿 来 町
常磐上湯長谷町
平 上 荒 川
平 下 平 窪
小 島 町
小名浜南君ケ塚町
錦 町
常 磐 湯 本 町

8時30分～12時

8時30分～11時30分

8時30分～12時

8時30分～12時

8時30分～12時

8時30分～12時

8時30分～12時

8時30分～12時

９時～12時
14時～17時

９時～12時
14時～17時

９時～12時
14時～17時

９時～12時
14時～17時

９時～12時
14時～17時

９時～12時
14時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～12時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～12時

※このほかにも休日に診療している医療機関があ
　りますので、あらかじめかかりつけの医療機関
　などで確かめてください。
※変更となる場合がありますので、事前に当番医
　療機関、または消防署（☎23－0119）へお問
　い合わせください。市ホームページでも公開し
　ていますので、ご覧ください。

休日夜間急病診療所
（総合磐城共立病院内）☎27－1208
平日:20時～24時　土曜日:20時～翌朝７時　
日曜日:13時～24時　祝日:９時～24時

☎２９－１７２２

●
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　●
コ
ン
ビ
ニ
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　●
救
急
車
は
適
正
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

☎024－521－3790または♯8000（プッシュ回線・携帯電話）
毎日　19時～翌朝８時

たかはしクリニック
山口医院
白井外科胃腸科医院
志賀整形外科・外科
クリニック阿部
呉羽総合病院
せき整形外科クリニック
須田医院
なおハートクリニック
よこぎ内科胃腸科クリニック
ときわ会常磐病院
たかはしクリニック
白井外科胃腸科医院
須田医院
かしま病院
矢吹病院
いわき湯本病院
たかはしクリニック
山口医院
白井外科胃腸科医院
須田医院
長谷川整形外科医院
石井脳神経外科眼科病院
櫛田病院
そえだ医院
たかはしクリニック
坂本整形外科医院
白井外科胃腸科医院
須田医院
おちあい内科消化器科クリニック
こうじま慈愛病院
かとう内科クリニック
たかはしクリニック
山口医院
山内クリニック
白井外科胃腸科医院
志賀整形外科・外科
中村病院
なこそ病院
ときわ会常磐病院
たかはしクリニック
白井外科胃腸科医院
須田医院
佐々木内科胃腸科
こうじま慈愛病院
いわき湯本病院

46－1231
24－1811
25－3788
23－5050
85－5801
63－2181
84－9905
27－6060
54－1262
65－1111
43－4175
46－1231
25－3788
27－6060
58－8010
63－1818
42－3188
46－1231
24－1811
25－3788
27－6060
25－5691
58－3121
63－3202
68－6155
46－1231
38－2830
25－3788
27－6060
73－1171
63－5141
72－0072
46－1231
24－1811
25－8181
25－3788
23－5050
53－3141
65－7755
43－4175
46－1231
25－3788
27－6060
73－0345
63－5141
42－3188

※症状によっては、専門外となる場合もありますので、
　不明な場合は、担当医療機関にお問い合わせください。

７日

14日

21日

28日

６日

13日

20日

27日

２
月

３
月

73－8815

22－3838

28－2535

63－0001

56－6336

38－7227

25－1170

26－5551

小名浜岡小名

平 大 町

平上荒川

東 田 町

泉 町

植 田 町

平 南 町

内郷御厩町

こんない子供クリニック

若松医院

ながい小児科

おおはらこどもクリニック

こどもクリニックすずき

森のこどもクリニック

渡辺クリニック

相原小児科医院
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休
日
当
番
医
な
ど

県こども救急電話相談

けんこうQ&A

　

整形外科⑪外 科 医 療 録 ⑪

　
ま
た
、
手
術
で
は
、
主
病
巣
と
と
も
に

転
移
の
危
険
性
の
あ
る
所
属
リ
ン
パ
節
も

切
除
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
操
作
に
よ
り
、

胃
が
残
っ
た
場
合
で
も
、
健
常
な
胃
の
あ

る
と
き
と
比
べ
、
胃
酸
の
分
泌
、
蠕
動
運

動
に
よ
る
食
物
消
化
や
小
腸
へ
の
緩
徐
な

送
り
出
し
な
ど
の
機
能
は
著
し
く
低
下
し

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
自
然
な
創
傷
治
癒
機
転
に
よ

り
、
お
な
か
の
あ
ち
こ
ち
に
「
癒
着
」
が

生
じ
、
腸
の
一
部
に
狭
窄
の
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
胃
を
切
除
し

て
食
物
消
化
力
の
低
下
し
た
体
で
は
、
腸

閉
塞
を
来
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
胃
を
切
除
し
、
消
化
力
の
低
下
し
た
体

で
栄
養
不
足
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
①

良
く
か
み
（
特
に
食
物
繊
維
）
、
②
少
量

ず
つ
、
③
間
食
を
含
め
て
回
数
多
く
摂
取

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
胃
ろ
う
や
Ｐ
Ｅ
Ｇ
（
ペ
グ
）
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う

か
。
食
事
を
上
手
に
食
べ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
方
に
、
胃
に
チ
ュ
ー
ブ

を
入
れ
て
流
動
食
を
流
す
治
療
方
法
で

す
。
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
た
め
に
不

可
欠
な
こ
と
で
す
が
、
口
か
ら
食
べ
な

く
て
も
生
き
て
い
け
る
方
法
と
し
て
重

宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
数
年
前
、
こ
の
胃
ろ
う
に

つ
い
て
、
新
聞
や
週
刊
誌
、
テ
レ
ビ
な

ど
の
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
大

き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
き
っ
か
け

は
、
日
本
老
年
医
学
会
が
発
表
し
た
立

場
表
明
で
す
が
、
「
胃
ろ
う
を
つ
く
っ

た
後
、
植
物
状
態
の
よ
う
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
胃
ろ
う
を
行
う
に
は
、

よ
く
考
え
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。
胃

ろ
う
を
始
め
て
も
、
途
中
で
や
め
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い

う
内
容
で
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
、
こ
れ

胃
ろ
う
は
再
び
口
か
ら
食
べ
る
た
め
の
お
助
け
マ
ン

　
胃
が
ん
は
、
か
つ
て
、
日
本
人
の
が
ん

医
療
の
中
心
的
病
気
で
し
た
が
、
食
習
慣

の
変
化
や
早
期
発
見
の
努
力
に
よ
り
、
今

で
は
、
死
亡
数
に
お
い
て
肺
が
ん
に
そ
の

ト
ッ
プ
の
座
を
譲
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
新
の
が
ん
統
計
（
二
〇
一

三
年
）
で
は
、
が
ん
死
の
二
位
（
男
性
二

位
、
女
性
三
位
）
、
罹
患
数
（
二
〇
一
一

年
）
で
は
一
位
（
男
性
一
位
、
女
性
三

位
）
と
、
ま
だ
ま
だ
、
か
か
る
こ
と
も
、

亡
く
な
る
こ
と
も
多
い
が
ん
で
す
。

　
胃
が
ん
の
手
術
は
、
が
ん
の
進
行
度
や

で
き
た
位
置
、
個
数
に
よ
り
、
全
摘
や
一

部
を
残
し
て
切
除
（
亜
全
摘
）
、
口
側
の

食
道
も
大
き
く
合
併
切
除
す
る
な
ど
の
術

式
が
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
外
科

手
術
同
様
、
厳
密
な
適
応
の
下
、
施
設
に

よ
っ
て
は
腹
腔
鏡
を
用
い
た
創
の
小
さ
な

手
術
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

胃
が
ん
の
手
術

健
康
教
室
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Ｑ
　
肉
離
れ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
　
ス
ポ
ー
ツ
時
に
、
ダ
ッ
シ
ュ
や
ジ
ャ

ン
プ
で
、
ふ
く
ら
は
ぎ
や
も
も
の
筋
肉
が

急
激
に
強
く
収
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
筋

力
に
負
け
て
、
筋
肉
が
部
分
断
裂
を
起
こ

す
こ
と
で
す
。

　
若
い
人
よ
り
も
、
筋
肉
に
老
化
が
始
ま

る
三
十
〜
五
十
歳
代
の
人
が
、
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
の
準
備
運
動
が
不
足
し
た
状
態
で
、

急
に
運
動
を
す
る
と
な
り
や
す
い
で
す
。

Ｑ
　
予
防
と
治
療
は
？

Ａ
　
運
動
前
の
入
念
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
心

掛
け
、
運
動
を
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
肉
離
れ
を
起
こ
し
た
場
合
、
重

症
例
で
は
、
ギ
プ
ス
固
定
や
松
葉
づ
え
が

必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
復
帰
時
期
は
？

Ａ
　
最
低
で
も
、
数
週
間
は
、
ダ
ッ
シ
ュ

や
ジ
ャ
ン
プ
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
復
帰
時
期
は
、
肉
離
れ
の
重
症
度
と
ス

ポ
ー
ツ
の
種
類
や
激
し
さ
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
、
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

を
「
胃
ろ
う
は
人
間
の
尊
厳
を
傷
つ
け

る
も
の
だ
。
良
く
な
い
」
と
い
う
よ
う

に
報
道
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
実
際

に
胃
ろ
う
を
つ
く
る
方
の
数
は
、
こ
れ

を
機
に
随
分
減
り
ま
し
た
。

　
「
胃
ろ
う
を
つ
く
っ
た
ら
、
も
う
ご

飯
は
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
？
」

と
よ
く
勘
違
い
さ
れ
ま
す
。
い
い
え
、

違
い
ま
す
。
胃
ろ
う
の
最
も
良
い
使
い

方
は
、
口
か
ら
食
事
を
し
て
い
た
だ
き
、

食
べ
ら
れ
な
い
分
を
胃
ろ
う
か
ら
の
流

動
食
で
補
っ
て
あ
げ
る
と
い
う
方
法
で

す
。
そ
う
し
て
、
し
っ
か
り
栄
養
を
補

給
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
ま
た
口
か

ら
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
方
も
い
ま

す
。

　
胃
ろ
う
は
、
再
び
口
か
ら
食
べ
る
た

め
の
お
助
け
マ
ン
。
再
び
楽
し
く
食
事

を
す
る
た
め
に
、
胃
ろ
う
を
つ
く
っ
て

あ
げ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

肉
離
れ

り
　か
ん

ふ
く
く
う

き
ず

ぜ
ん
ど
う

か
ん
じ
ょ

き
ょ
う
さ
く

へ
い
そ
く


